
 

活 動 プ ロ グ ラ ム  

団体名（ 一般社団法人 岡山県婦人協議会 ） 

 

１．事業内容 

□ 子どもたちの生活習慣や学習習慣の確立に関する活動 

□ 不登校（傾向）児童生徒対象の体験活動 

☑ 自然体験、生活体験、社会体験に関する活動 

☑ 家庭教育支援に関する活動 

    ※複数選択可 

 

２．活動プログラム名 

「 地域の防災について学びながら、地域との絆を深めよう！ 」 

 

３．目 標（ねらい） 

災害に強い地域づくりの構築には、子どもたちを含めた幅広い年代の方の防災意識、防災訓

練が必要であることから、消防団役員の講話を聴くことで災害時どうしたらよいか、日頃よ

り準備、訓練の必要性を感じてもらうなど防災意識を高める。また、防災ポスターを作成し、

地域の学校園等に配付・掲示をしたり、グループで災害時の対応等を話し合い共有したりす

るなど地域における絆づくりを行いながら、地域の防災力を育む。 

 

４．活動計画  ※対象者の活動及び活動実施に向けた研修会等を記載してください。 

回 
★目標 

・活動内容・対象・参加者人数・スタッフ人数・会場等 
◆目指す参加者の姿 

（評価方法） 

第

１

回 

★子ども達への防災意識啓発を行う 

・活動内容 ・講師 美咲町防災士ネットワーク会長によ

る講話 

「地域の防災力について」 

・グループで災害時の対応等を共有する 

      ・講師 写生クラブ指導による 

「防災ポスター」作成 

※作成したポスターは久米郡の各学校園 

に掲示予定 

       ※優秀作品は消防署に掲示 

      ・昼食（久米郡婦人会より提供） 

 

・対 象  ・久米郡小学校 5.6年生 

・参加人数 ・小学生６５名 美咲町婦人協議会１５名 

・場 所  ・久米郡小瀬ふれあい会館 

◆地域の防災の実情を知っ

てもらい、災害時にどうし

たらいいか、何が出来るか、

日頃から家族で話し合う事

など共有し、地域の防災に

ついて、理解してもらう。 

（事後アンケート） 

 



５．展 開 

回 

時間 
内 容 準備物 留意点 

◆目指す参加

者の姿 

（評価方法） 

9時 

～ 

9時 05分 

【導 入】 

○ねらいの確認・講師紹介 

・美咲町 

防災士ネットワーク会長 

   松坂 秀吉 氏 

・写生クラブ指導員 

   

     

9時 05分 

～ 

 9時 35

分 

 

 

 

 

 

 

 

9時 40分 

 ～ 

10時00分 

 

 

 

 

 

10時00分 

～ 

 12 時 00

分 

 

 

【活 動】 

○講話 

「地域の防災力について」 

講師  美咲町          

防災士ネットワーク会長 

 

○グループワーク(7G) 

・災害時に自分の出来ること、家族と

共有すべきこと等について話し合い、

意見を共有する。 

 

・ポスターに入れる字を考えておく。 

○防災ポスター作成 

講師 写生クラブ 

 

・講話資料 

・筆記用具 

 

 

・筆記用具 

・付せん 

・模造紙 

・ホワイト 

   ボード 

・ワーカー 

   シート 

 

 

・絵の具 

・画用紙 等 

 

 

 

 

・進行 

婦人協議会 

 

 

・ラベルワー

クにより意見

を出しやすく

する。 

・子どもが主

体的に活動で

きるよう見守

りながら助言

する。 

 

 

・話し合った

内容をもとに

防災意識の

高まりを意

識して描く。 

 

 

 

 

 

 

・例文を 

各グループに 

配布する。 

 

 

 

 

 

◆地域の防災

の実情を知り、

災害時にどう

したらいいか、

何が出来るか、

日頃から家族

で話し合う必

要性を理解し

ている。 

（行動観察・事

後アンケート） 



 

12時00分    

  ～ 

12時30分 

○昼食（カレーライス） 

 

地域で 

採れた野菜 

 

・久米郡婦人

会より提供 

・食しながら、 

地域における

ふれあい絆づ

くりを推進す

る。 

 

12時30分 

 

  ～ 

 

13時00分 

【振り返り】 

・グループごとに出た意見を発表する。 

・婦人会から、活動の中で子どもたち

の良かった行動や発言を紹介して価値

づける。 

・アンケートを記入する。 

  

 

 

・目立つ子ど

もだけに焦点

が当たらない

ように気をつ

ける。 

 

◆活動のめあて

に対して自分の

行動を振り返

り、今後の生活

に生かそうとし

ている。 

（行動観察・事

後アンケート） 

 


